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説明するという形で深められてきた（Barney, 1986, 1991, 2002; Dierickx and Cool, 1989; Prahalad 













なっており，諸学説の間の関係も不明確なままである（Mahoney, 1994, p.91; Foss, 1997, p.347; 






                                                          




パラダイムについての詳細は，Kuhn,  T.S. (1962)., “The Structure of Scientific Revolutions.”  The 










によって作成された経営政策のテキスト（Andews, Learned, Christensen and Guth, 1965）やアン
ドルーズ自身の著書“The Concept of Corporate Strategy., 1971.”において展開され，後に
「SWOT分析」と称されるようになった戦略分析のフレームワークをひとつの端緒とする考え
方（Barney, 1991; Grant, 1991b; Foss, Knudsen and Monomery, 1995; Rumelt, Schendel and Teece, 
1995; Mintzberg, 1994; Mintzberg Ahlshrand and Lampel, 1998; Collis and Montgomery, 1998）や，
イゴール・アンゾフ（Igor, Ansof, 1965）の著書“Corporate Strategy”（邦訳名『企業戦略論』）を
戦略マネジメント研究の端緒とする考え方が広く知られている（Grant, 1991b ; Rumelt, Schendel 








外的な要因と間の適合問題を巡って展開されていくことになる（Rumelt, Schendel and Teece, 
1995, p.16; Foss, 1997, p.6）。この適合性の分析フレームワークは，とりわけ，アンゾフの研究成




                                                          
 3) 「ケーパビリティ」という概念を最初に提示したのは，リチャードソン（Richardson, 1972）である，とい
う指摘がされている（例えば，Rumelt, 1984., Langlois and Robertson., 1995など）。しかし，これは正確では
ない。RBVの出現までは予測していなかったが，アンゾフ（Ansof, 1965）は，明確に企業内部の「ケーパビリ
ティ」が戦略策定において重要な要素であることを強調している。 
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になってしまった（Mintzberg, 1994, pp.159-220; Mintzberg, Ahlstrand, and Lampel, 1998, pp.68- 
72）。 
このひとつの帰結として，コーポレート・プランニング研究で提示されてきた多くの規範的
な戦略分析フレームワークは，その有効性を失っていったのである（Grant, 1991b, p.20; Collis 
and Montgomery, 1995, pp.34-35; Rumelt, Schendel and Teece, 1995, p.20）。さらに重要なことは，
戦略プランニング研究が，競争優位を理解するうえで不十分なものであった点である（Rumelt, 
Schendel and Teece, 1995, p.21）。 
 こうして戦略研究の焦点は，1970 年代後半から 1980 年代半ばを通して，競争優位の源泉，
つまり，収益性の源泉を明らかにすることに当てられることになる（Grant, 1991, p.20）。まさ






目指すものと解釈される（Teece, 1984, p.94; Rumelt, Schendel and Teece, 1995, p.23）。ポーターが
提示したこの競争戦略のフレームワークは，戦略研究において極めて大きな影響力と期待感を
持たせるものであった。 
   
2 RBVの形成とその 2つの知的背景 
ポーター（1980，1985）が展開した産業分析の「5つの競争要因モデル」は，経済学の産業組
織論を応用したものであり，いわゆる「S-C-P パラダイム『産業構造（Structure）』，『行動










インプリケーションを与えたのである（Teece, 1984, p.94; Barney and Arikan, 2001, p.130）。 
 しかし，ポーターが依拠した「S-C-P パラダイム」はその影響力や期待感とは裏腹に，エン
ピリカルな検証に耐えうるものではなかった。産業構造と収益性との間の関係は，極めて不確
実なものであることが判明していったのである（Demsetz, 1973; Jacobson, 1988; Cool and 
Schendel, 1988; Rumelt, 1991）。とりわけ，カリフォルニア大学ロサンゼルス校（以下，UCLA）










性の差異を説明できないという限界がある（Rumelt, 1984, p.560; Nelson, 1991.p.64）。またこのア
プローチは，戦略に必要な資源を識別したり，開発したりすることには関心がない（Teece, Pisano 
and Shuen, 1997, p514）。 
                                                          
 4) ハロルド・デムゼッツ（Harold,  Demsetz）は，1930年にイリノイ州で生まれる。1953年にイリノイ大学
において，経営管理の学士を取得し，1954年には，ノースウェスタン大学において経営学修士号（MBA）を，








が提示した「レント」概念については，Ricardo, D (1817) On the principles of political economy and taxation. 
London: John Murray.（邦訳, D.リカード（1973）『経済学及び課税の原理』竹内謙二訳, 東京大学出版会.）を
参照されたい。 





（Lipman and Rumelt, 1982; Rumelt, 1984; Barney, 1986）。デムゼッツは，彼自身の主張を独占禁
止法に対するある種のアンチ・テーゼとして展開しているが，彼の提示したインプリケーショ
ンは RBV へ大きなインスピレーションを与えたのである（Rumelt, Schendel and Teece, 1995, 
p.23:Foss, 2001.pp.11-13; Barney and Arikan, 2001, p.131）。この意味でデムゼッツの研究は RBV
のひとつの知的ルーツと位置づけることができる（Conner, 1991; Foss, 2001）。 




争戦略の理論フレームワークが提案されたのである（Wernerfelt, 1984; Grant, 1991a）。そのイン
スピレーションを与えたのがエディス・ペンローズ（Edith, Penrose, 1959）の研究“The Theory 






味で RBVの知的基礎となったのである（Barney and Arikan, 2001, p.129）。 
 さらにペンローズの動的なモデルを進化的に継承した（Nelson, 1991, p.67）というネルソンと
ウィンター（Nelson and Winter）の研究“Evolutionary Theory of Economic change, 1982.”が
与えた RBVへの貢献も大きい（Foss, 1997, p.6）。彼らもまた，企業は，本質的に各々異質なも
のであり，それぞれの企業が持つ特殊な資源によって特徴づけられるということを明らかにし
ている。初期の多くの RBVの研究者は，この見解に基礎を置いている（Rumelt, 1984; Dierickx 
and Cool, 1989; Grant, 1991a; Chandler, 1992; Kogut and Zander, 1992; Teece, Pisano and Shuen, 
1997）。この意味で，ペンローズの研究は RBVのもうひとつのルーツとして位置づけることが
できる（Foss, 1997, p.13; Barney and Arikan, 2001, pp.129-130）。 
こうして戦略研究は，デムゼッツの研究とペンローズの研究を基礎に，1）企業の資源の違
いがパフォーマンスの違いを引き起こし，2）それら資源の違いは比較的に安定的である，と
いう戦略に適切なモデル上の諸前提（Foss, 1997., p.4）を獲得していったのである。 
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 6) この Rumelt の研究において注目すべきは，経済的レントという概念を戦略的マネジネント研究の中に包摂
（次頁に続く） 











































 マーガレット・ペタラフ（Margaret, Peteraf, 1993）も同様に競争優位の条件について模索し
ている。彼はバーニー（1991）に一部依拠しながらも，より明示的に価格理論をベースとし，
バーニーとは若干異なった次の 4つの条件を経済的レントが生じる条件として提示する。すな
わち，企業はそれが持つ資源に 1）異質性，2）競争の事前的制限（expost limits to competition），
3）固着性，4）競争の事後的制限（ex ante limits to competition）という条件を揃えていれば，
経済的レントを獲得するというのがそれである（p.185）。 







されていくのかという点を見ていない（Dierickx and Cool, 1989; Kogut and Zander, 1992; Teece, 
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ローズは，「動的なコンテキスト」における新しいサービスや資源のコンビネーションが競争優
位の源泉であることを強調していた（Penrose, 1959.pp.85-86）。多くの RBV 研究における理論
的発展のもうひとつの特徴は，それが経済的均衡から外れた経済的行為をプロセス的フレーム
ワークの構築を通じて発展させているという点である（Dierickx and Cool, 1989; Grant, 1991; 
Nelson, 1991; Kogut and Zander, 1992; Chandler, 1992; Langlois and Robertson, 1995; Winter, 1997; 
Teece, Piasno, and Shuen. 1997）。 






















 また，コグットとザンダーと類似した観点において，ティース・ピサノ・シュエン（Teece, Pisano, 



































 そのために我々は，シュムペーター（Schumpeter）の大著，“The Theory of Economic 
Development: An Inquiry into Profit, Capital, Interest and Business Cycle”, Cambridge: 
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 図 1 の「シュムペーター的競争のプロセス」を統一的な RBV の理論フレームの発展のため
に応用すると図 2の「競争優位の確立のプロセス」のように転換できる。 





                                                                                                                                                        
ち，当該産業部門において，実際上未知な，生産方法の導入」や「新しい販路の開拓，すなわち当該産業部門
が従来参加していなかった市場の開拓」，「原料あるいは半製品の新しい供給源の獲得」，そして最後に「新しい
組織の実現」などである。詳細は，Schumpeter,  J.A. （1934）. ,  The Theory of Economic Development: An 
Inquiry into Profit,  Capital,  Interest and Business Cycle,  Cambridge: Harvard University Press,  

















静態的な側面 静態的な側面   
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2 における（3），（4），（5），（6）に対応する。ここでの代表的な RBV 研究は，既に触れたデ
リックとクール（1989），コグットとザンダー（1992），ティース・ピサノ・シュエン（1997）
などである。 



































(2) (4) (5) (3) (6) 
(7) 
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Ⅴ 結 語 
本稿の目的は，RBVの多様化した理論状況を克服するために，諸学説の発展的関係を系統的
に整理し，RBVの今後の展開方向を模索することであった。 
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